
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

齋
の
愛
牛
車
氏
轟
徳
り
て
訟
へ
ら
装
ろ
榮
に
蝉
遭
喫
慢

迷
執
継
目
に
張
慮
遜
の
嘱
し
て
常
常
の
熟
達
設
き
琴
春
雲
＋
懲
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ば
響
氏
の
回
す
ろ
飲
食
鴛
の
風
俗
志
親
彊
末
ば
丹
陽
縣
選
評
囎

一
説
化
甕
前
明
の
彗
趙
蜜
の
隙
慧
叙
姦
臣
酢
蕩
邑
侯
子
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

緬
総
ほ
野
守
の
政
治
喬
な
志
す
恭
紀
御
三
羅
煕
五
三
年
三
塁
手

管
御
母
の
有
難
難
葺
罎
三
＋
五
年
老
楽
二
年
に
聾
し
常
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
器
量
麹
べ
な
あ
癒
一
一
略
に
ま
城
欝
離
聞
に
滑

ろ
勢
冠
早
馬
壁
塗
侵
入
の
燈
欺
な
魏
ぜ
う
も
の
ぼ
常
熟
甜
善
玉
宋
及
び
守
虞

へ
　
へ

日
記
怠
り
。

　
　
儘
諸
山
叢
刻
第
一
輯

知
詩
酒
暴
撮
楚
菱
の
著
に
し
て
秦
楚
荏
誉
詞
の
作
家
、
、
し
て

有
名
な
る
人
。
牧
む
ろ
百
首
に
明
湖
内
殿
の
臨
急
羽
越
ぷ
史
料
た
ろ
た
失
に

憲
轟
か
諏
呈
鴛
璽
竃
著
し
奥
理
號
の
量
る
も
の
撃
破
年
周
明

竃
窒
舞
味
ふ
量
春
纂
に
月
雪
二
言
奎
、
蓑
、
鄭
犠
、

襲
一
華
、
枕
上
孝
、
光
熊
幻
佳
、
月
一
串
、
趙
疑
、
王
天
佑
、
等
二
十
｝
人

の
蒙
編
纂
ぜ
し
も
の
穂
琳
に
三
三
が
明
末
の
世
禰
風
俗
嬌
す
る
詩

書
智
為
追
懐
す
る
宿
聲
の
書
ミ
を
集
め
療
ろ
も
の
な
り
。

　
　
　
解
職
叢
叢
刻
第
二
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

応
唱
齢
獅
恥
轟
馨
の
難
に
遺
構
諾
し
各
奮
蒙
霞
め
響

か
静
獣
継
・
謙
譲
、
採
曹
馨
援
古
書
毫
章
晋
の

丈
學
的
作
品
に
し
て
五
三
校
勘
方
　
面
の
み
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
虻
ハ
詩
人
ぐ
、
し
イ
、

の
・
位
涯
の
忘
れ
ト
P
れ
・
む
亡
す
る
点
轍
あ
ろ
毛
皿
綱
の
牛
｝
囲
か
・
知
る
べ
姦
、
好
突
字
索

　
　
　
　
第
五
巻
　
紹
介
　
圖
　
　
　
　
書

、

り
・
齢
瀞
醤
「
蘂
に
毛
氏
の
丈
章
穏
集
め
嚢
ば
こ
ほ
丈
章
家
・
、
し
’
、
の

馨
見
る
ぎ
も
の
紫
脅
陳
珊
の
三
訂
リ
毛
一
三
が
六
＋
の
糞
昔

際
し
常
博
の
諸
名
ま
贈
り
カ
る
詩
な
集
む
。
〔
以
上
那
波
〕

　
　
働
概
槻
世
界
史
潮
　
　
　
　
　
　
板
　
口
　
n
翔
著

　
本
書
二
階
考
が
最
近
二
一
大
谷
大
學
京
都
厳
敦
育
舎
學
術
研
究
所
及
び
奈

良
女
子
高
等
師
範
二
巴
の
需
に
慮
じ
て
各
丈
妻
琴
西
洋
史
概
要
最
近
世
界
史

の
題
下
に
試
み
し
講
義
又
ぱ
講
演
な
県
礎
、
も
し
こ
れ
に
根
本
的
修
補
が
椥
へ

て
首
尾
回
し
な
蓮
讐
・
軽
る
も
の
な
り
題
名
の
示
ぜ
ろ
如
く
悠
久
に

流
れ
灘
ぬ
丈
化
的
主
潮
…
た
遊
究
探
明
す
る
存
以
て
世
界
吏
研
鑑
者
の
使
命
定

ぜ
る
雲
寛
地
よ
り
糞
史
潮
の
源
流
藻
り
北
開
波
動
建
ひ
蓉
方
な
、

究
め
て
現
代
丈
化
野
要
覧
の
評
す
る
班
た
關
明
し
以
て
既
往
羅
魯
生
活

爵
産
丈
化
の
概
魏
嶺
者
の
眼
前
に
贋
幽
し
來
ら
ん
与
う
も
の
帥
ち
本

書
の
内
零
に
現
れ
瞑
る
著
潜
の
罠
的
態
度
な
り
こ
す
本
書
の
結
櫛
に
講
蓮
櫃

に
し
黍
編
二
＋
五
講
よ
り
成
り
各
講
主
題
の
下
甥
に
細
潤
た
具
ふ
第
一
講

「
專
の
關
係
古
典
轟
代
手
羅
の
序
会
し
て
署
奮
悪
運
槻
た

披
饗
る
も
の
ミ
い
ふ
べ
く
古
典
噂
磐
近
代
響
、
へ
面
に
展
開
も
行
け
る

・
文
化
止
活
の
…
推
移
鍵
韓
に
最
古
の
東
・
方
文
化
睡
代
為
加
へ
て
恰
も
三
日
の
旦

暮
相
次
ぐ
世
界
史
の
経
過
た
続
槻
し
最
後
に
丈
量
史
叙
蓮
に
政
治
毒
生
活

な
除
外
ず
ろ
Z
謬
タ
ζ
振
の
超
國
家
的
態
馨
却
け
勝
者
の
本
講
蓮

に
於
け
ろ
態
度
尊
意
た
表
冒
し
居
れ
り
第
ご
講
「
希
蝋
醐
民
酌
女
明
」
に
筆
た

起
し
て
第
六
講
暴
言
敏
の
興
起
鋤
特
力
数
會
の
成
立
」
に
古
代
期
の
叙
観

な
結
び
第
七
墜
古
代
よ
り
中
古
へ
原
始
グ
ζ
・
｝
丈
盟
よ
り
第
＋
三
講

誌
代
國
家
の
起
源
」
に
亙
っ
て
中
世
期
の
推
移
二
一
べ
第
ナ
四
一
「
學
撚
覆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
閃
［
號
　
　
　
　
九
九
　
　
（
五
一
一
）



第
五
巻
　
　
紹
　
介
　
　
岡

書

始
」
に
近
代
盤
活
の
獲
端
撫
指
示
し
以
下
第
二
十
五
講
「
世
界
轡
虫
世
界
改

遊
」
の
上
灘
に
至
る
近
世
丈
化
の
複
雑
多
様
な
る
形
粗
を
文
化
的
史
潮
の
交

流
下
に
分
析
し
統
合
し
て
其
大
局
な
剛
建
解
明
し
居
れ
り
概
し
て
古
代
及
び

中
世
の
郡
分
が
大
い
に
簡
約
さ
れ
居
る
に
聯
か
惜
し
・
き
心
誤
す
れ
こ
も
近
世

妹
に
現
代
期
の
丈
化
止
活
に
索
い
て
は
最
も
、
精
到
な
ろ
史
的
省
察
な
試
み
護

潜
に
U
切
實
な
ろ
戚
心
銘
ん
～
蹴
ハ
へ
し
む
う
も
の
あ
り
本
・
智
一
μ
著
者
の
白
墨
序
に
あ
ろ

如
く
現
下
の
世
界
改
造
期
に
舐
り
わ
が
譲
書
下
に
必
聴
黒
く
べ
か
ら
ざ
ろ
世

界
史
の
教
養
な
蹴
転
へ
ん
爲
に
．
公
糞
さ
れ
し
・
も
の
な
う
か
故
に
專
ら
ん
豊
玉
の
・
亭

明
為
旨
ぜ
ぜ
ら
れ
し
ミ
雌
も
博
士
の
學
殖
ミ
識
見
ビ
に
含
蓄
に
富
み
し
僻
句

要
約
洗
髪
な
経
過
ろ
行
丈
の
聞
に
砂
浴
す
る
な
麗
ゆ
る
な
り
。
（
岩
波
書
店
嚢

行
、
債
玉
・
五
〇
）
　
〔
縮
村
〕

　
　
　
⑳
印
度
の
佛
敷
美
術
　
　
　
　
　
松
本
四
二
鄭
著

　
本
書
ば
大
野
七
年
藤
野
京
都
大
鷲
の
夏
期
講
演
會
に
於
い
て
「
古
代
印
度

の
佛
教
美
断
書
東
洋
に
於
け
る
其
の
影
響
」
書
題
し
て
盛
者
の
試
み
ら
れ
六

ろ
講
演
の
骨
子
に
修
正
櫓
輔
な
加
へ
て
印
行
侍
し
も
の
な
り
野
芒
四
章
よ
り

成
り
箪
日
章
続
打
に
於
い
て
初
に
叙
爵
の
範
園
の
西
紀
前
三
世
絶
の
申
葉
よ

り
後
七
世
紀
に
顧
ろ
問
の
印
度
佛
敦
美
術
及
び
北
ハ
の
束
蕊
に
及
ぼ
せ
る
感
化

な
設
く
に
あ
る
な
云
ひ
其
の
研
究
の
由
來
よ
り
印
度
史
の
概
魏
定
其
の
美
術

の
唯
心
的
超
越
的
象
徴
的
榊
秘
的
及
び
利
他
的
な
ろ
鉱
特
質
に
圧
す
る
透
徹

ぜ
ろ
空
堀
な
試
み
以
下
本
論
な
建
築
彫
刻
紬
欝
の
三
章
に
分
ち
て
詳
論
ゼ
リ

深
刻
の
章
に
て
ば
其
の
由
來
よ
り
印
度
佛
敏
建
築
の
圭
要
郎
た
形
成
ず
ろ
塔

及
び
そ
の
附
…
厨
の
周
到
、
　
…
口
の
伽
面
争
墾
遜
な
逃
べ
支
那
の
雁
塔
や
昌
ロ
本
の
塔

に
及
び
ま
穴
石
窟
に
て
其
の
制
為
見
ろ
剃
多
堂
、
毘
学
徳
な
説
き
柱
ピ
縫
に

第
四
號

一
〇
〇
　
（
玉
｝
二
）

聞
し
て
附
記
す
る
庭
あ
り
彫
刻
の
章
口
先
づ
現
律
最
古
の
阿
育
王
痔
代
の
遺

物
な
墨
げ
て
當
時
佛
像
の
存
ぜ
ざ
り
し
理
由
に
就
い
て
潮
察
し
次
に
印
燦
に

於
け
る
彫
像
の
二
大
流
派
な
な
す
健
陀
羅
式
建
麹
多
式
亡
の
二
活
の
特
徴
源

流
憂
遷
屈
互
の
關
係
綴
値
等
に
亙
り
て
詳
細
な
る
研
究
な
試
み
毯
多
式
の
彫

刻
な
以
て
佛
教
美
衛
の
粋
な
9
ε
云
ひ
支
那
の
造
像
に
及
ぼ
ぜ
る
影
響
の
圭

ビ
し
て
此
の
系
統
に
厨
す
べ
き
た
遺
物
上
よ
り
立
論
ぜ
る
庭
所
親
最
も
槻
る

可
し
絡
諮
の
章
ほ
文
献
上
よ
り
其
の
講
題
ピ
性
質
亡
に
就
い
て
考
察
し
主
ミ

し
て
ア
ヂ
ヤ
ン
タ
ー
石
窟
寺
の
壁
講
た
論
じ
て
我
が
國
法
隆
寺
の
壁
織
に
及

べ
り
な
ほ
附
錐
に
ア
ヂ
ヤ
ン
タ
ー
ε
西
域
詑
阿
折
…
羅
伽
…
噛
監
な
ろ
一
丈
あ
り
印

度
の
美
衛
に
就
て
ほ
西
入
の
研
究
あ
り
訟
ハ
の
東
麗
に
及
ぼ
ゼ
る
影
響
如
何
に

研
究
上
興
殊
あ
る
題
臼
定
し
て
從
架
我
が
學
者
の
．
こ
れ
た
論
ぜ
し
も
の
少
な

か
ら
ざ
う
が
本
書
ほ
薄
士
の
深
き
印
度
學
の
知
識
に
幕
き
こ
れ
た
實
物
に
徴

し
て
立
論
ゼ
ら
れ
カ
る
も
の
な
れ
ば
關
野
工
學
博
士
の
近
く
建
築
維
誌
四
〇

〇
號
に
獲
表
ゼ
ら
れ
し
「
印
度
の
佛
教
糞
衛
に
就
て
」
亡
共
に
此
の
方
附
の
最

も
…
罹
威
あ
る
研
究
亡
云
ふ
べ
く
學
界
な
盆
す
る
大
な
ら
む
本
・
書
菊
版
約
四
百

頁
破
璃
販
十
数
枚
に
代
表
的
遺
品
た
載
ぜ
て
劃
照
に
便
に
ぜ
り
表
ダ
其
の
織

小
に
失
し
て
穂
鮮
堕
な
銚
く
な
憾
み
定
す
o
（
丙
午
欝
版
祉
、
定
預
四
。
O
O
＞

翻
法
隆
寺
壁
書
保
存
方
法
調
査
報
告

大
正
五
年
以
來
文
部
省
内
に
保
存
調
査
委
員
會
を
設
け
て
尊
門
家
に
囑
し

各
方
面
よ
り
調
査
な
な
し
つ
・
あ
り
し
大
和
法
隆
寺
壁
書
に
就
い
て
本
年
三

月
第
…
期
の
調
査
り
終
了
ぜ
ろ
な
楼
ζ
し
其
の
問
に
得
力
ろ
結
果
為
録
ゼ
る

も
の
是
れ
な
り
四
六
倍
判
本
本
丈
百
二
十
入
頁
利
紙
刷
大
小
圖
版
五
十
二
葉
～

の
大
鵜
に
し
て
外
に
附
録
十
八
頁
圃
版
四
葉
な
添
ふ
初
に
秀
員
會
の
設
既
ミ


